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Apollo 17, 

Dec. 1973 

沖 大幹 
国連大学 上級副学長、国際連合事務次長補 

(東京大学総長特別参与/生産技術研究所 教授) 

持続可能なパーム油会議/JaSPOC、2017年11月6日(月)、国連大学ウ・タント際会議場 

ビジネスとSDGs 
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2 国際連合大学(UNU) 
国連組織におけるグローバルなシンクタンク 

人類の生存、開発、福祉など国連とその加盟国が関心を寄せる緊急
性の高い地球規模課題の解決に共同研究や教育を通じて寄与 

世界各国の大学や研究機関と国連組織との架け橋。 

大学院の教育、学位授与が可能。 

日本(東京・表参道)に本部がある唯一の国連機関 

国連と日本の政府や企業、市民社会との橋渡しの役割も担う。 

「持続可能な開発目標(SDGs)」達成に向け、日本の得意分野にお
けるリーダーシップ発揮を支援。 

 12カ国に13の研究所やプログラム 
 インターン約160人 
学生258(博士18)名 
 うち「サステナビリティ高等研究所

(IAS;東京・表参道)」に23名 
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 2015年9月の国連総会で全会一致で採択 
“誰一人取り残さない”  理想主義的  MDGs 

 Sustainable Development Goals (SDGs) 

17目標、169target、232指標 

貧困、飢餓、健康、教育、ジェンダー、水と衛生、エネルギー、経済
と雇用、産業とインフラと技術革新、公平、都市、消費、気候、海
洋資源、陸域生態系、平和と正義、グローバルパートナーシップ 

 ＋パリ協定、仙台防災枠組み、… 

「持続可能な開発のための2030アジェンダ」 
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 「持続可能な開発」という言葉は矛盾してないか? 
開発すれば資源は枯渇し、環境も非持続的になる? 

再生不可能な資源の利用は持続不可能では? 

環境保全と社会公正と経済発展のどれが大事? 
経済活動は健全な自然環境に支えられている? 

途上国支援は政府に任せておけばよいのか? 
先進国内にも開発から取り残されている人もいる? 

できることから始めて、できることだけやればいい? 
利益の一部を社会に還元すれば良いのか? 

科学技術の発展は人類を不幸にしてきた? 
破滅しそうなのでSDGs達成に向けて努力するのか?! 

4 論点 
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テロと移民危機も気候変動の影響?! 
暴力的紛争は気候変動に対する脆弱性を増大させる (IPCC, 2014) 

気候関連のハザードは、特に貧困の中で生活する人々にとって、しばしば生計に
負の結末をもたらしつつ、他のストレス要因を悪化させる 

気候変動は、貧困や経済的打撃といった十分に裏付けられている紛争の駆動要
因を増幅させることによって、内戦や民族紛争という形の暴力的紛争のリスクを
間接的に増大させうる 

 Kelley et al. (2015) 
自然変動＋人為的気候変動による

降水量の減少 

2007-2010旱魃確率2-3倍 

+非持続的な農業・環境政策 

+不十分なガバナンス都市 

2011年からのシリア内戦 

移民増大、テロ… 

Kelley et al., 2015, Proc. Nat. Acad. Sci., 112(11), 3241-3246. 



http://unu.edu/ 

6 

0

5

10

15

20

25

30

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090 2100

(国連、2015年） 

世界人口 固定出生率 

高位出生率 中位出生率 

人口置換水準 低位出生率 

世界人口の推移と将来推計 (10億人) 

低位出生率 

高位 
出生率 

固定 
出生率 

置換水準出生率 
=2.1 

中位出生率 

各国の合計特殊出生率の平均は2.5人、
中央値は2.0人。日本は約1.4人。 
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SG’s SDG Report 2017 
順調に減少：極度の貧困人口、幼児発達障害、妊産婦死亡率、肺

結核、30～70歳の非感染性疾患(NCDs;循環器疾患・がん・糖尿
病・慢性呼吸器疾患)リスク、HIV発生率、交通事故死亡率(総数は
増加)、児童婚率、若年出産、野外排泄人口、労働生産性の伸び、
失業率、児童労働、付加価値あたりCO2排出量(世界全体ではわず
かに増加)、スラムに居住する都市人口割合、森林減少率、… 

停滞：就学年齢の非就学割合、再生可能エネルギー割合、未決拘
禁者の囚人に対する割合、… 

増加：幼児の肥満、GDP増加率、R&Dへの投資、発展途上国から
の関税ゼロ輸出の割合、物質footprint、国会下院の女性議員数、
電気へのアクセス人口割合、清潔で安全な炊事燃料へのアクセス、
ATM数の成年人口比、製造業の生産性、携帯電話、都市拡大の人
口増加に対する割合、自然災害による死者数、生物多様性重要地域
(KBA)、 ODA、母国送金、インターネットアクセス、… 

https://unstats.un.org/sdgs/files/report/2017/TheSustainableDevelopmentGoalsReport2017.pdf 

“build lives of dignity for all” 
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2030年にも存続しようとしているのか？ 

高くなる将来価値(低くなる割引率≒金利) 

人の命に限りはあるが企業の存続には限りがない。 

どんな社会のどんな企業でありたいか？ 

激動する社会 or 安定して発展する社会 

外部コストを内生化せざるを得ないグローバルさ 

健全な環境と社会が活発な経済活動を支持 

近江商人「三方良し」～3万3千の百年日本企業 
 売り手(経済)、買い手(社会)、世間(環境)良し 

幸福度増進には「弱い持続性」で構わない?! 
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持続可能な開発への道 
──水と空気は将来世代からの借り物である (マハトマ・ガンジー)  

「定常状態経済」(1972) ハーマン・デイリー 

再生可能な資源：再生速度を超えるペースで収奪してはならない 

汚染：環境が無害化できる速度を超えて排出してはならない 

非再生可能資源：代替する再生可能資源のその減耗分に見合っ
た開発が必要である (弱い持続性) 

「我ら共通の未来」 (1987) =ブルントラント報告 

将来の世代の欲求を満たしつつ、現在の世代の欲求も満足させる
ような開発 

「トリプルボトムライン」(1997) by ジョン・エルキントン 

経済的な収益や損失 

社会貢献や企業活動に伴う人権面の配慮がどの程度増進したか 

そして資源消費や汚染など環境負荷をどの程度低下させたか 

『水の未来』(岩波新書、2016年)より 
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10 SDG Compassへの道 
1995年SDのための世界経済人会議(WBCSD) 

1999年国連Global Compact by コフィ・アナン事務総長 

 企業がグローバル課題解決(人の顔をしたグローバリゼーション)に貢献を 

 人権、労働、環境、腐敗防止の4分野10原則：署名＋自主行動 

2006年責任投資原則(PRI) 

 アナン事務総長＋UNEPFI＋UNGC 

 6原則～ESG投資 

ISO26000「社会的責任」 

 7つの中核課題 

2015年9月SDG Compass 

 WBCSD+GRI+UNGC 

 本来業務、基幹事業を通じていかに企業が 
SDGsの戦略的な達成やSDに貢献するか?! 

『水の未来』 
(岩波新書、2016年)より 

理解 

優先順位 目標設定 

経営統合 報告 
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 環境派：地球サミット(UNCED; 1992年リオ)→ヨハネス
ブルグサミット(2002年)→Rio+20(2012年リオ) 
“The Future We Want”がSDGsの基に 

健全な環境によって人間社会や経済が成り立っている (UNEP?) 

環境保全のためなら経済発展の停滞もやむなし 
そのためには規制や強制も導入 

強い持続性を要求 

 開発派：ミレニアム開発目標(2000年)→ポストMDGs? 
貧困削減、平等と正義の実現が重要課題 (UNDP?) 

貧困が削減され社会が発展すれば環境も保全されるようになる 

環境が保全されても人間が不幸なら意味がない 
開発(development=発展)とは自由の拡大である 

弱い持続性で構わない 

 社会、経済、環境の三者の持続性の構築が大事 

SDGs: 開発と環境との融合へ?! 
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SDGsへのいくつかの流れ 

開発と人権 

ミレニアム開発目標 

(2000-2015) 

国連グローバルコンパク

ト (1999) 

国連開発の10年 

(1961-)  

経済と社会 

経済危機 

 (2007-08) 

冷戦の終結 

 (1989) 

石油危機  

(1973, 79-80) 

地球環境問題 

“The Future We 

Want” (2012) 

“Agenda 21” 

(1992) 

ブルントラント報告 

“Our Common 

Future” (1987) 

環境と科学技術 

イノベーション 

IPBES (2012-) 

Declaration on 

Science (Budapest, 

1999) 

IPCC (1988-) 
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SDGsへの取り組みを余儀なくされる 

企業価値の毀損回避のためのチェックリスト 

 global/reputation risk management 

 非財務情報として何を気にする必要があるのか? 

 ESG(環境・社会・企業統治)投資 

 すべての目標に取り組まなくとも良い 

 SDGsは世界の共通言語～Tool 

政府の規制(フリーライダーの排除) 

バリューチェーンからの選別 

 消費者の意識が高い地域への参入障壁にも?! 
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SDGsはさらなる成長の機会 

SDGsへの取り組みの潮流自体が新たな需要 

新たなモノやサービスを産むアイディアのヒント 

科学技術革新社会の変革(transformation) 

“最後の”フロンティアの成長=BoPの拡大 

新たな市場の創出、現地経済の活性化 

慈善事業や寄付行為(義務・費用)ではなく本
業(権利・投資) 

本業での投資  必ずうまくいくとは限らない 

SDG8”適切な雇用の提供” = 企業価値 
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15 最近の趨勢 
 “Harnessing STI”: 科学技術の活用 

 “民間セクターがSTI for SDGsの主人公” 

 “Out of silo”: タコつぼからの脱却、縦割り排除。 

 Synergyは放っておいても良いがtrade-offについ
ては事前の入念な吟味検討評価が必要。 

実施段階では資源制約による競合  “My SDGs” 

観客から選手に  「SDGs企業戦略フォーラム」 

SDGsへの取り組みが非価格競争に利用される?! 

 日本企業が出遅れると国益が損なわれるのではないか? 

 企画、制度・ルール設計に参画しないとexcludeされる?! 

必要な施策を関連組織に提言の必要あり。 
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ご清聴ありがとうございました 
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SDGsは21世紀の国際的な大義名分 

誰一人反論できない 
現世的な御利益が主  精神性(文化、芸術) 

達成可能性は問わない 

社会と経済と環境に持続性の構築
(Sustainability Development)を。 

Apollo 17, 

Dec. 1973 


